昔 は 多くの 詩人た ちが、 月 を 題材に して 詩 を 作った。 

支那で は 李 白 や 白 楽天 やが、 特に 月の 詩人と して 有名 

だが、 日本で は 西 行 や 芭蕉 を 初め、 もっと 多くの 詩人 

等が 月 を 歌った。 西洋で も、 Moonlight の 月光 を 歌つ 

た 詩 は、 東洋に 劣らない ほど 沢山 ある。 かう した 多く 

の 月の 詩篇 は、 すべて 皆 その 情操に、 悲しい 音楽 を 聴 

く 時の やうな、 無限の ノス タル ヂァが 本質して 居り、 

多く は 失恋 や 孤独の 悲哀 を、 その 抒情の 背景に 揺曳 さ 

せて ゐる。 

月と その 月光が、 何故に かく も 昔から、 多くの 詩人 

の 心 を 傷心せ しめたら うか。 思 ふに その 垂由 は、 月光 



学者と 生物学 は、 まだ y J の 動物の 秘密 を 解いて ゐ ない。 

しかし 同じ 動物の 一 種で あり、 同じ 生命 本能の 所有者 

である 人間、 そして 最も 原始的な 宗教の 起原に、 民族 

共通の 拝火教 や 拝 日教を 有する 我等 は、 自己の 主観 か 

ら 臆測して、 殆んど 彼等の 心理 を 想像す る ことが 出来 

るので ある。 飛んで 火に 焼かれる 虫の 心理 は、 おそら 

く 彼等が 恋愛 の 高潮に 達した 時 や、 音楽 の 魅力が 絶頂 

に 高まった 時 やの、 あの やるせない 心の 焦躁、 何物 か 

の 認識で きない、 或る メタ フィヂ ックな 実在の 世界に、 

身 も 心 も 投げ捨てて しま ひたいと 思 ふ 時の それと、 殆 

んど よく 類似した もので あらう。 おそらく 多くの 動物 



は、 月と 共に 星が 最も 多く 歌 はれて ゐ るが、 それ もや 

はリ 同じ 理由に 基く ので ある。 日本の 漢詩 人 頼 山陽 は、 

少年の 時に 星 を 見て 泣いた と 言 はれる が、 おそらく そ 

の 少年の 日に、 星 を 見て 情緒 を 動かさなかった 人 は、 

すくなくとも 文学者の 中には 無いで あらう。 星 は 月よ 

リも 光が 弱く、 メランコリックな 青白い 銀 光がない。 

しかし 月よりも 距離が 遠く、 さらに 尚 無限の 遠方に あ 

ると いふ ことから、 一 層 及びが たい 思慕の 郷愁 を 感じ 

させる。 そして 「この 及びが たい ものへの 思慕」 とい 

ふこと は、 それ 自体が 騎士道の プラト 二 ック . ラヴと 

関連して ゐる。 西洋の 抒情詩に 月よりも 星の 方が 多く、 



わが 心 慰め かねつ 更科 ゃ姨捨 山に 照る 月 を 見て 

月見れば 千々 に 物 こそ 悲し けれ 我 身 ひと つ の 秋 

に は あらね ど 

中庭 地 白 ゥシテ 樹ニ鴉 棲ム。 冷 露声ナ クシ テ桂 

花ヲ 湿ス。 今夜 月明 人尽ク 望ム。 知ラズ 秋思 

誰 ガ家ニ 在ル。 

独 リ江楼 二 上テ思 ヒ渺然 タリ。 月光 水 ノ如ク 水 

天 二 連ル。 同ジク 来ッテ 月ヲ翫 スル人 何処 ゾ。 

虱景 K 稀 トシ テ 去年 一 一 似 タリ。 
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